
専門分野

病理学的検査

開講時期 ２年　後期 担当教員
担当教員の
実務経験

有 ・ 無

チェック欄

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

第１６回

細胞診の標本作製と染色（実習）②

細胞診のスクリーニング

まとめ

体表臓器（唾液腺、甲状腺、乳腺、リンパ節）の細胞診②

泌尿器の細胞診

病理検査学実習 単位数

細胞診の標本作製と染色（実習）①

婦人科細胞診①

婦人科細胞診②

呼吸器細胞診①

呼吸器細胞診②

授業計画

諸隈　博

鏡検実習①

鏡検実習②

体表臓器（唾液腺、甲状腺、乳腺、リンパ節）の細胞診①

区分３４ 授業科目名

体腔液の細胞診

細胞診の標本作製と染色

1単位
（３２時間）

細胞診総論

◆実務経験の内容
・臨床検査技師生活の中で約30有余年の病理組織学的検査において細胞診業務にも従事し、それに必要な基礎的な解剖学・
組織学・病理学を理解している。さらには細胞検査士および国際細胞検査士の資格も取得した。その後も研修会参加、学会発表
等でその資格更新を重ねてきた。

◆授業の目的・目標
①病理細胞診業務の目的と実際を理解する。
②細胞診に必要な正常細胞像と悪性細胞像を理解する。
③細胞診業務の検体採取・処理から染色までを理解する。
④スクリーニング業務から診断までを理解する。

◆授業の概要・授業方針

①「病理細胞診」に必要な基礎的な正常細胞像・悪性細胞像を講義で理解する。
②実際の細胞診染色標本を用いて鏡検実習を行う。
③検体処理から染色・鏡検までを実習する。
④実習は班単位で行い、お互い教え合えるような学習体制を整える。
⑤また、次年度の臨地実習・国家試験を十分に意識した授業を展開する。

◆テキスト・参考資料等 ◆成績評価の方法

・最新臨床検査学講座　病理学/病理検査学
・細胞診を学ぶ人のために
・講師作成資料　など

・出欠状況
・定期試験


